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論 文 内 容 の 要 旨
　藏薗和也氏の学位申請論文は、A Syntactic and Semantic Study of Inchoative Expressions in Present-
Day English と題して、現代英語における起動表現の意味的な相違を解明することを目的としている。本
論文では、起動動詞が to V, V-ing, to V-ing を従える表現を起動表現と呼び、大規模汎用コーパスを用いて、
各起動表現における起動動詞と後続する動詞（V）との共起関係の量的分析、および用例の質的分析を行っ
た。分析対象を、come to V, get to V, get V-ing, get to V-ing, fall to V-ing, set to V-ing, begin to V, start to 
V, begin V-ing, start V-ing, grow to V, proceed to V, commence to V, commence V-ing, resume V-ing とし
て、起動表現間の意味的な相違を、アスペクトの観点から明らかにした。さらに、起動表現における to V, 















階（preparation stage）と実現段階（reification stage）に分け、準備段階に瞬間的変化（instantaneous 
change）と段階的変化（gradual change）という意味区分を設定し、実現段階に開始・過程・終了（start, 
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Vendler （1957, 1967）、Quirk et al. （1985）他を検討した結果、本研究では、柏野（1999; 2012）の「状態動詞」
と「動作動詞」に分類し、さらに「動作動詞」を「継続動詞」と「瞬間動詞」に細分化した３分類を採用した。
ま た、 本 研 究 に 用 い た 大 規 模 汎 用 コ ー パ ス British National Corpus (BNC), Corpus of Contemporary 
American English （COCA), British English corpus from the .uk domain （ukWaC）およびその検索方法、
手作業での除外例が記載されている。
　第５章では、起動表現 come to V と get to V が扱われている。コーパス調査では、come to V は不定詞
補文で状態動詞や状態受動、進行不定詞をとるが、get to V は不定詞補文で状態動詞はとるが、状態受動、
進行不定詞をとらない傾向がみられた。これらの結果から、両者とも段階的変化を表わすが、come to V は
結果状態を表し、get to V は完結的な変化を表わす。また、これらの相違は、come が結果を表す意味を持ち、
get が達成の意味を持つことに起因することを指摘している。
　第６章では、起動表現get V-ing, get to V-ing, fall to V-ing, set to V-ingが扱われている。コーパス調査から、
次の特徴が明らかになった。（1）get V-ing は going, cracking などを伴い行為の開始を人に促す場面で好ん
で用いられる。（2）get to V-ing は状態動詞の thinking や継続動詞 talking を伴い、段階的変化および行為
の継続を表す。（3）fall to V-ing は継続動詞の中でも感情に関わる動詞 laughing, arguing, weeping などを伴い、
瞬間的変化および行為の継続を表す。（4）set to V-ing には身体的・具体的行為を表す gathering, making, 
digging などを伴い、瞬間的変化を表す。要因として、段階的な変化を表す get to V-ing では状態動詞が使
用可能であるのに対して、変化を表さない get V-ing と瞬間的変化を表す fall to V-ing, set to V-ing では状
態動詞は使用されない。
　第７章では、起動表現 begin to V, start to V, begin V-ing, start V-ing が扱われている。本章では、副詞
との共起関係から意味を特定する方法を用いて、（1）begin to V は主に段階的変化を表すが、start to V は
主に瞬間的変化を表すこと、（2）begin V-ing は主に行為が継続する過程を表すのに対して、start V-ing は
主に行為の突然の開始を表すことが指摘されている。その要因として、begin to V は段階的変化を表し、状
態動詞としばしば共起するのは、begin が過程を焦点化する語であり、to V が変化を表す意味特性を持つこ
とに起因する。他方、start to V が瞬間的変化を表し、瞬間動詞と共起しやすいのは、start が突然の運動
の開始を表す語であることに起因する。また、動名詞を従える begin V-ing, start V-ing が状態動詞と共起し
にくい傾向にあるのは、それらが段階的変化を表さないことに起因する。さらに、begin V-ing で継続動詞
が好んで用いられ、start V-ing では瞬間動詞が好んで用いられるのは、begin が過程を焦点化する語であり、
start が突然の運動の開始を表す語であることに起因するためであると主張している。
　第８章では、起動表現 grow to V, proceed to V, commence to V, commence V-ing, resume V-ing が扱
われている。コーパス調査の結果、次の特徴が見られた。（1）grow to V は段階的変化を表し、状態動詞
の中でも思考や嗜好を表す動詞 love, know, hate, understand などが共起しやすい。（2）proceed to V は
瞬間的変化を表し、継続動詞の中でも伝達動詞 tell, demonstrate などと共起しやすい。（3）commence to 
V は瞬間的変化を表し、瞬間動詞および継続動詞と共起しやすい。（4）V-ing を従える表現は変化を表さ
ず、commence V-ing は動詞 operate, run などと共起して、会社の経営や公共サービスの開始を表す。（5）









瞬間的変化を表す表現 fall to V-ing および set to V-ing が見られる。さらに、get to V-ing と fall to V-ing は
行為が継続する過程を表すという特徴を持っている。すなわち、to V-ing には変化および行為が継続する過
程の両方を表す意味機能を持っている。
　これらの特徴から共起関係をみると、to V, to V-ing を従えて段階的変化を表す起動表現は、状態動詞と
の共起の可能性が高い。その要因として、状態動詞が進行形で用いられた場合には段階的変化を表わすとい
う特性を持つことと、to V, to V-ing に共通する to が移行の意味を持つことが考えられる。
　第10章では、本論文のまとめおよび今後の課題と展望が述べられている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　藏薗和也氏の学位請求論文は、現代英語における起動動詞とそれに後続する to V, V-ing, to V-ing の結合
を起動表現と呼び、従来から起動表現研究として、多くの場合部分的に取り上げられてきた come to V, get 
to V, get V-ing, get to V-ing, fall to V-ing, set to V-ing, begin to V, start to V, begin V-ing, start V-ing, grow 






















　（1）come to V は状態動詞を伴い状態受動形動詞と進行形動詞を伴う傾向があり、段階的変化を示し、な
かでも結果状態を示す。
　（2）get to V は状態動詞を伴うが状態受動形動詞と進行形動詞を伴わない傾向があり、段階的変化を示し、
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なかでも完結的変化を示す。
　（3）get V-ing は状態動詞を伴わず、行為の開始を促す場面で瞬間動詞 go, crack 等が用いられる傾向があ
り、変化を示さない。
　（4）get to V-ing は状態動詞としての think、継続動詞 talk を伴う傾向があり、段階的変化および行為の
継続を示す。
　（5）fall to V-ing は状態動詞を伴わず継続動詞のうち感情に関わる laugh, argue, weep 等を伴う傾向があり、
瞬間的変化及び行為の継続を示す。
　（6）set to V-ing は状態動詞を伴わず継続動詞のうち身体的・具体的行為を表す gather, make, dig 等を伴
う傾向があり、瞬間的変化を示す。
　（7）begin to V は状態動詞を伴う傾向があり、主に段階的変化を示す。
　（8）begin V-ing は継続動詞を伴い状態動詞を伴わない傾向があり、主に行為が継続する過程を示す。
　（9）start to V は状態動詞より継続・瞬間動詞が多用される傾向があり、主に瞬間的変化を示す。
　（10）start V-ing は瞬間動詞を伴い状態動詞を伴わない傾向があり、主に行為の突然の開始を示す。
　（11）grow to V は状態動詞のうち思考や嗜好を表す love, know, hate, understand 等を伴う傾向があり、
段階的変化を示す。
　（12）proceed to V は継続動詞のうち伝達動詞 tell, demonstrate 等を伴う傾向があり、瞬間的変化を示す。
　（13）commence to V は瞬間・継続動詞を伴う傾向があり、瞬間的変化を示す。
　（14）commence V-ing は継続動詞のうち会社経営や公共サービスの開始を表す operate, run 等を伴い状
態動詞を伴わない傾向があり、主に行為の突然の開始を示す。
　（15）resume V-ing は行為の再開を表わし、継続動詞のうち技術や技能を必要とする行為を表す train, 
play 等を伴い状態動詞を伴わない傾向があり、主に行為が継続する過程を示す。
５．意味的統語論への貢献



























また、主要起動動詞といえるもの全体は分析対象とされているが、低頻度の表現、例えば come on to V や
break out V-ing などは、本研究では扱われていない。さらに、起動表現の意味を探る際に、特定の副詞と
の共起関係をコーパスで調べる試みは取り入れられてはいるが、量的調査法には今後検討の余地がある。加
えて、英語ネイティブスピーカーによるインフォーマント調査も併用すると、さらに新たな知見が得られる
可能性もある。また、論文におけるデータの提示方法や説明には課題がある。
　しかし、これらの課題は、今後の更なる研究で解決されうるものであり、本論文の価値を下げるものでは
ない。
　以上、審査員４名は藏薗和也氏の論文を慎重に審査し、2018年６月21日に行った口頭試問の結果を併せて
協議した結果、藏薗和也氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいもの
であると判断するに至り、ここに報告するものである。
